
（直接経費の額を記載） 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度

交付申請書等に記載の額 1,400,000 1,200,000 900,000 700,000 － － 

変更後の交付(予定)額 1,400,000 0 0 800,000 1,000,000 600,000

 平成２９年度 平成  年度 平成  年度 平成  年度 平成  年度 合計 

交付申請書等に記載の額 － － － － － 4,200,000

変更後の交付(予定)額 400,000 － － － － 4,200,000

 本年度以降の研究実施計画（研究実施計画の変更点を中心に記入すること） 

 

 平成２３年度は、○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

 

 平成２４年度から平成２５年度は育児休業を取得。 

 

 平成２６年度は、○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○ 

 

 平成２７年度は、○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

 

 平成２８年度は、○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 
 
 平成２９年度は、○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○について、得られた結果を取りまとめ、成果の発表を行う。 
 

新たに購入する予定の主要な物品の内訳（１品又は１組若しくは１式の価格が５０万円以上のもの） 

品    名 

 

仕様 

(製造会社名・型) 
数量 単価 

(円) 

金額 

(円) 

納入予定時期 

ワークステーション LVB 2007-TK/RN 1 800,000 800,000 平成27年12月 

     平成 年 月 

     平成 年 月 

     平成 年 月 

     平成 年 月 

 

 

（直接経費の額を記載） 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度

交付申請書等に記載の額 1,400,000 1,200,000 900,000 700,000 － － 

変更後の交付(予定)額 1,400,000 0 0 800,000 1,000,000 600,000

 平成２９年度 平成  年度 平成  年度 平成  年度 平成  年度 合計 

交付申請書等に記載の額 － － － － － 4,200,000

変更後の交付(予定)額 400,000 － － － － 4,200,000

 本年度以降の研究実施計画（研究実施計画の変更点を中心に記入すること） 

 

 平成２３年度は、○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

 

 平成２４年度から平成２５年度は育児休業を取得。 

 

 平成２６年度は、○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○ 

 

 平成２７年度は、○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

 

 平成２８年度は、○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 
 

新たに購入する予定の主要な物品の内訳（１品又は１組若しくは１式の価格が５０万円以上のもの） 

品    名 

 

仕様 

(製造会社名・型) 
数量 単価 

(円) 

金額 

(円) 

納入予定時期 

ワークステーション LVB 2007-TK/RN 1 800,000 800,000 平成27年12月 

     平成 年 月 

     平成 年 月 

     平成 年 月 

     平成 年 月 

 様 式 Ｆ－１４〔記入例〕 

 

科学研究費助成事業（学術研究助成基金助成金）補助事業期間延長承認申請書 

平成２３年１２月１２日

 

 独立行政法人日本学術振興会理事長 殿 

 

                          ○○大学・○○研究科・教授 ○○ ○○ 〔印〕

  
  

 

  

  科学研究費助成事業（学術研究助成基金助成金（基盤研究（Ｃ）））について、下記のとおり補助事業期間

を延長したいのでご承認くださるようお願いします。 

 

記 

 

１．課題番号 ２ ３ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

  

２．研究課題名  ○○の××に関する総合的研究       

 

３．補助事業期間  

（変更前）平成２３年度～平成２６年度 

  （変更後）平成２３年度～平成２９年度 

 

４．交付決定額                  5,460,000 円 … ①＋② 

                      直接経費       4,200,000 円 … ① 

                      間接経費       1,260,000 円 … ②  

 

５．助成金の使用状況 

（１）既受領額（累計） 

     直接経費                  4,200,000 円 

     間接経費                   1,260,000 円 

 

（２）支出済額（累計） 

     直接経費                  4,000,000 円… ③ 

     間接経費（③×30%）            1,200,000 円 

 

（３）最終年度使用額（残額） 

     直接経費                    200,000 円… ④ 

     間接経費（④×30%）               60,000 円 

 

６．補助事業期間を延長する理由（以下の点を必ず網羅した上で具体的に記入すること。） 

   ・未使用額が発生した状況 

   ・次年度における未使用額の使途内容 

 
  ○○年度に、○○の分析を行い、その結果を基に△△シミュレーションを行うとともにシンポジウムに

おいて発表する予定であったが、○○分析の結果が○○○○○○であったため、計画を変更し××の解析

を行うこととした。このため、××の解析とシンポジウムでの発表を次年度に行うこととし、未使用額は

その経費に充てることとしたい。 

機関番号 １ ２ ３ ４ ５ 

研究者番号 １ ０ ７ ６ ５ ４ ３ ２ 

様 式 Ｆ－１４〔記入例〕 

 

科学研究費助成事業（学術研究助成基金助成金）補助事業期間延長承認申請書 

平成２３年１２月１２日

 

 独立行政法人日本学術振興会理事長 殿 

 
                          ○○大学・○○研究科・教授 ○○ ○○ 〔印〕

    

 

  

  科学研究費助成事業（学術研究助成基金助成金（基盤研究（Ｃ）））について、下記のとおり補助事業期間

を延長したいのでご承認くださるようお願いします。 

 

記 

 

１．課題番号 ２ ３ ２ ３ ４ ５ ６ ７

  

２．研究課題名  ○○の××に関する総合的研究       

 

３．補助事業期間  

（変更前）平成２３年度～平成２６年度 

  （変更後）平成２３年度～平成２７年度 

 

４．交付決定額                  5,460,000円 … ①＋② 

                      直接経費       4,200,000 円 … ① 

                      間接経費       1,260,000 円 … ②  

 

５．助成金の使用状況 

（１）既受領額（累計） 

     直接経費                  4,200,000 円 

     間接経費                   1,260,000 円 

 

（２）支出済額（累計） 

     直接経費                  4,000,000 円… ③ 

     間接経費（③×30%）            1,200,000 円 

 

（３）最終年度使用額（残額） 

     直接経費                    200,000 円… ④ 

     間接経費（④×30%）               60,000 円 

 

６．補助事業期間を延長する理由（以下の点を必ず網羅した上で具体的に記入すること。） 
   ・未使用額が発生した状況 

   ・次年度における未使用額の使途内容 

 
  ○○年度に、○○の分析を行い、その結果を基に△△シミュレーションを行うとともにシンポジウムに

おいて発表する予定であったが、○○分析の結果が○○○○○○であったため、計画を変更し××の解析

を行うこととした。このため、××の解析とシンポジウムでの発表を次年度に行うこととし、未使用額は

その経費に充てることとしたい。 

機関番号 １ ２ ３ ４ ５ 

研究者番号 １ ０ ７ ６ ５ ４ ３ ２ 

科学研究費助成事業（学術研究助成基金助成金）制度説明会資料正誤表 
誤                   正 

（８ページ） 

      

 

 

 

 

 

 

（２８ページ）基金分（様式Ｆ－１３－２） 

 

 

 

  

 

 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

（３８ページ）基金分（様式Ｆ－１４） 

 
 


